
弘
治
元
年
の
比

又
ハ
郷
士
な
ど

と
、
書
き
出
さ
れ
る

虎
と
武
田
晴
信
の
川

戦
い
が
あ
っ
た
年
で

で
あ
る
。
続
い
て
、

爰
に
摂
津
国
伊

一

摂
津
国
北
部
の
戦

あ
る
。
現
在
の
宝
塚

描
く
対
象
に
し
て
い

史
』
所
収
の
『
摂
北

摂
津
北
部

摂
津

よ
り
、
中
国
あ
だ
か
も
お
だ
や
か
な
ら

所
々
蜂
起
し
万
民
と
も
に
安
か
ら
ず
。

。
弘
治
元
年
（
一
五
五
五
）
と
い
え
ば

中
島
の
合
戦
が
、
西
で
は
毛
利
元
就
と

あ
る
。
そ
の
時
期
の
北
摂
の
状
況
を
述

丹
有
岡
の
城
主
村
重
ハ
、
か
ね
て
よ
り

国
時
代
を
描
い
た
軍
記
に
『
摂
北
軍
記

市
か
ら
三
田
市
に
か
け
て
の
武
庫
川
上

る
、
一
巻
な
い
し
上
下
二
巻
の
作
品

軍
記
』
は
、

の
戦
国
軍
記

北
部
の
戦
国
軍
記

｜
｜
軍
記
の
在
地
化
と
変
容
｜

ず
、
国
々
の
領
主

、
東
で
は
長
尾
景

陶
晴
賢
の
厳
島
の

べ
よ
う
と
す
る
の

何
卒
し
て
一
国
の

有
馬
郡
侵
入

は
荒
木
村
重

の
記
述
は
明

守
義
富
が
荒

か
ら
、
天
正

『
摂
北
軍
記

城
主
村
重
北

』
と
い
う
も
の
が

流
の
地
域
を
そ
の

で
あ
る
。『
三
田
市

城
主
と

の
乱
を

具
に
ひ

と
、
荒
木
村

摂
津
一
国
の

し
か
し
、

｜

は
天
文
弘
治
の
こ
ろ
な
ど
と
し
て
あ
る

は
ま
だ
池
田
勝
政
の
家
来
で
あ
っ
た
」

ら
か
に
間
違
い
で
あ
る
。
同
書
は
「
松

木
村
重
と
「
天
正
元
年
三
月
」
に
戦
っ

元
年
（
一
五
七
三
）
の
出
来
事
で
あ
ろ

』
は
荒
木
村
重
の
北
摂
侵
攻
を
、
巻

の
庄
合
戦
の
事
」
の
章
で
、
村
重
の
進

も
な
ら
む
と
志
ざ
し
、
い
ろ

謀
る

幸
に
数
多
の
家
臣
を
集
め
、
同
年
二
月

し
め
き
け
る
。

重
が
「
今
度
の
乱
」
｜
何
を
指
し
て
い

支
配
を
ね
ら
っ
て
兵
を
整
え
た
と
い
う

旧
版
『
三
田
市
史
』
下
巻
が
「
摂
北
軍 一

松

林

が
こ
れ
は
誤
で
弘
治
年
間

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ

原
系
図
」
中
に
松
原
山
城

た
旨
の
記
載
が
あ
る
こ
と

う
と
し
て
い
る
。

頭
に
置
く
「
伊
丹
有
岡
の

軍
に
従
う
形
で
記
し
留
め

と
こ
ろ
あ
り
し
が
、
今
度

十
一
日
早
天
よ
り
馬
具
武

る
か
は
不
明
｜
に
乗
じ
て
、

の
で
あ
る
。

記
な
ど
に
は
荒
木
村
重
の

三
四

靖

明



摂
津
北
部

中
川
佐
渡
の
介

干
貝
伊
勢
守
と

少
し
も
臆
せ
ず

乗
た
る
村
重
も

七
日
有
岡
の
早

し
、
同
所
田
中

左
衛
門
を
亡
さ

臣
畑
吉
太
夫
・

れ
バ
、
味
方
勝

と
、
主
人
を
諌

れ
ハ
、
村
重
是

熊
の
城
主
横
道

程
な
く
有
岡
の

初
に
小
林
城
主

山
降
参
し
け
る

攻
め
ん
と
て
押

合
せ
て
千
七
百

押
寄
せ
、
一
時

へ
入
込
け
れ
バ

る
。
や
や
長
文
に
な

の
戦
国
軍
記

等
も
一
戦
の
後
降
参
す
。
次
に
西
野
上

数
日
戦
ふ
と
い
へ
ど
も
、
伊
勢
守
武
勇

互
に
し
の
ぎ
を
け
づ
り
、
中
々
敗
軍
の

空
し
く
無
念
の
月
日
を
送
り
け
る
が
、

打
来
り
、
父
市
左
衛
門
病
気
と
申
也
と

の
城
主
小
畑
助
右
衛
門
を
討
散
し
、
桑

ん
と
、
彼
の
村
重
の
勢
一
時
に
押
よ
せ

稲
葉
久
三
郎
等
ハ
、
此
度
の
村
重
勢
勝

利
覚
束
な
し
、
先
此
度
ハ
降
散
を
乞
ひ

め
け
れ
バ
、
実
に
も
然
る
べ
し
と
て
、

よ
り
其
勢
二
千
三
百
余
人
四
方
八
面
に

三
郎
太
夫
・
同
藤
三
郎
を
も
討
取
り
、

城
を
出
立
、
先
つ
津
の
国
北
の
庄
を
征

高
山
清
左
衛
門
と
合
戦
に
及
し
が
、
村

。
夫
よ
り
同
国
山
口
丸
山
の
城
主
、
山

寄
せ
け
る
が
、
是
も
同
じ
く
降
参
を
乞

余
人
、
同
国
有
馬
郡
岡
場
の
城
主
西
尾

に
攻
め
破
り
、
備
後
守
を
討
取
た
り
。

、
蓮
花
寺
・
金
心
寺
等
も
降
参
を
乞
ふ

る
が
引
用
し
て
お
く
。

村
四
ツ
塚
の
城
主

の
大
将
な
れ
バ
、

気
色
な
く
、
勝
に

同
年
冬
十
一
月
十

な
れ
バ
、
村
重
お

横
道
氏

赤
松
氏

中
川
氏

原
大
浪
山
の
城
主

し
が
、
桑
原
の
家

に
乗
た
る
有
様
な

後
世
を
待
ち
給
へ

早
速
降
参
に
及
け

陣
取
し
、
三
輪
戸

深
田
村
稲
田
城
主

山
口
氏

西
尾
氏

高
井
氏

小
畑
氏

松
原
氏

桑
原
氏

伐
せ
ん
と
て
、
手

重
勝
利
を
得
、
高

口
五
郎
左
衛
門
を

ふ
。
依
て
其
勢
を

備
後
守
が
居
城
に

夫
よ
り
三
田
谷
筋

に
よ
り
是
を
免
る

貴
志
村

川
・
高

是
よ
り

こ
こ
に
名

者
た
ち
で
あ

郷
士
で
あ
る

双
書
に
見
ら

ど
ろ
き

一

し
て
絶
家
。

三
輪
村
戸
熊
の
城
主
、
弘
治
中
、
三

る
。

岡
山
に
築
城
せ
し
も
山
崎
氏
の
為
亡

深
田
村
稲
田
の
城
主
、
弘
治
中
、
佐

山
口
村
丸
山
の
城
主
、
弘
治
の
比
、

岡
場
城
主
、
弘
治
の
比
、
備
後
守
荒

西
浦
の
城
主
、
十
兵
衛
松
原
右
近
太

田
中
の
城
主
、
弘
治
中
、
助
右
衛
門

草
下
部
村
蒲
公
城
、
弘
治
中
、
右
近

築
く
。
天
正
年
間
秀
吉
に
亡
さ
る
。

大
浪
山
の
城
主
、
弘
治
中
、
左
衛
門

を
陣
払
し
、
阪
本
の
陣
に
山
口
・
桑

山
・
安
部
・
小
浜
の
勢
を
引
連
れ
、
有

村
重
二
度
北
の
庄
へ
出
る
こ
と
な
し
。

前
の
載
る
城
主
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
が

る
。
集
落
ご
と
に
割
拠
し
て
い
た
小
土

。
中
谷
一
正
氏
は
、「
戦
国
期
に
於
け

る
ゝ
土
豪
」
を
列
挙
し
て
い
る
。

、
諸
陣
へ
一
先
帰
城
あ
つ
て
然
る
べ
く

三
五

郎
太
夫
荒
木
村
重
に
討
た

さ
る
（
永
禄
七
年
）。

渡
介
な
る
も
の
あ
り
。

五
郎
左
衛
門
な
る
者
あ
り
。

木
村
重
に
討
た
る
。

夫
に
亡
さ
る
。

な
る
も
の
あ
り
。

太
夫
貞
利
な
る
も
の
之
を

な
る
も
の
あ
り
し
も
病
歿

原
弐
人
を
残
し
お
き
、
中

岡
の
城
へ
ぞ
帰
り
け
れ
バ
、

他
の
資
料
に
見
出
せ
な
い

豪
た
ち
で
あ
り
、
地
侍
・

る
三
田
盆
地
」
に
「
有
馬

と
申
つ
か
わ
し
け
る
。
則



記
』
に
は
「
荒
木
摂

取
ニ
出
た
る
弥
介
也

城
へ
取
、
是
よ
り
池

て
い
る
と
い
っ
た
具

知
の
と
お
り
、
池
田

二
年
に
は
伊
丹
親
興

を
支
配
し
た
が
、
天

上
し
、
山
口
丸
山
城

干
貝
伊
勢
守
が
守
る

市
左
衛
門
の
病
気
の

村
重
の
父
を
「
市
左

何
に
依
っ
た
か
不
明

種
の
系
図
類
に
も
そ

「
荒
木
一
家
ハ
丹
波
之

摂
津
北
部

青
野
氏

青
野

清
あ

中
村
氏

井
草

崎
左

干
貝
氏

四
ッ

『
摂
北
軍
記
』
は
、津

守
ハ
元
来
当
国
栄
根
村
よ
り
池
田
城

、
次
第
ニ
立
身
し
て
茨
木
ぬ
か
塚
ノ
城

田
城
主
勝
政
聟
ニ
し
て
荒
木
十
左
衛
門

合
で
、
そ
の
出
自
や
先
祖
は
判
然
と
し

の
家
臣
で
あ
っ
た
が
、
早
く
織
田
信
長

を
討
っ
て
伊
丹
城
を
奪
い
、
有
岡
城
と

正
六
年
に
は
信
長
に
反
旗
を
翻
し
、
七

、
岡
場
城
、
田
中
城
と
城
を
落
と
し
て

四
ツ
塚
城
を
囲
み
、
数
日
送
っ
た
と
こ

報
せ
に
よ
っ
て
伊
丹
城
に
引
き
返
し
た

衛
門
」（『
有
馬
郡
誌
』
所
収
本
は
「
重

で
、『
荒
木
村
重
史
料
』（
伊
丹
資
料
叢

の
名
は
見
出
せ
な
い
。
荒
木
氏
自
身
も

牢
人
に
て
小
身
ニ
御
座
候
」
と
記
さ

の
戦
国
軍
記

村
高
根
山
の
城
主
、
弘
治
年
中
、
七
兵

り
。
山
崎
左
馬
之
介
に
亡
さ
る
（
永
禄

村
鳥
山
の
城
主
也
、
広
忠
入
道
信
斉
あ

馬
之
助
に
亡
さ
る
。

塚
城
主
也
。
弘
治
中
、
伊
勢
守
な
る
も

荒
木
村
重
は
こ
れ
ら
の
土
豪
た
ち
を

主
筑
後
守
へ
草
履

を
責
落
し
池
田
之

ニ
成
」
と
書
か
れ

な
い
。
村
重
は
周

に
近
づ
き
、
天
正

改
め
て
摂
津
一
国

年
に
は
妻
子
を
残

利
し
た
吉
広

原
の
蒲
公
城

「
此
乱
世
」）

ふ
な
り
」
と

崎
は
丹
波
に

庄
村
の
郷
士

城
を
攻
め
、

、
遂
に
西
野
上
の

ろ
で
、
村
重
は
父

と
い
う
の
で
あ
る
。

信
」）
と
す
る
が
、

書
４
）
所
収
の
十

『
荒
木
略
記
』
に

れ
、『
穴
織
宮
拾
要

荒
木
村
重

い
ま
だ
領
主

揚
ぐ
べ
し
」

家
赤
松
の
一

吉
広
と
松
原

衛
貞
政
、
越
中
政

七
年
）。

り
。
永
禄
七
年
山

の
あ
り
。

次
々
と
下
し
て
北

し
て
有
岡
城

と
し
て
、
芳

『
摂
北
軍
記

極
め
て
曖
昧

は
、
村
重
の

興
亡
を
描
く

は
岡
山
城
（
三
田
市
東
野
上
城
ヶ
岡
）

に
戻
る
。
永
禄
七
年
に
い
た
っ
て
、「

の
時
を
見
合
せ
切
り
出
し
勝
利
を
得
、

赤
松
討
伐
を
企
て
た
の
が
、
山
崎
左
馬

近
い
本
庄
を
本
拠
と
し
て
お
り
、
本
書

山
崎
左
馬
之
助
」
と
記
さ
れ
る
。
山
崎

城
主
中
村
広
忠
は
城
か
ら
脱
走
し
た
。

二の
席
巻
で
北
摂
は
戦
国
の
様
相
を
呈
し

も
定
ま
ら
ず
、
此
辺
を
征
伐
し
て
一
城

と
、
村
重
の
攻
撃
を
回
避
し
た
干
貝
を

族
岩
谷
の
城
主
赤
松
兵
部
少
輔
氏
保
の

右
近
太
夫
の
家
臣
と
な
っ
て
い
る
畑
山 一

を
脱
出
し
て
お
り
、
家
臣
・
妻
子
を
見

し
か
ら
ぬ
名
を
残
し
た
武
将
で
あ
る
。

』
の
書
き
出
し
は
、
上
述
の
よ
う
に

な
も
の
な
の
で
あ
る
。
荒
木
村
重
を
引

摂
津
統
一
の
過
程
で
引
き
起
こ
さ
れ
た

こ
と
に
こ
の
作
品
の
目
的
が
あ
っ
た
た

を
居
城
と
し
、
忠
利
は
松

何
卒
此
戦
（
有
馬
郡
誌
本

一
郡
の
主
と
も
成
り
度
思

之
助
恒
政
で
あ
っ
た
。
山

『
摂
北
軍
記
』
で
は
「
本

左
馬
之
助
は
井
ノ
草
鳥
山

つ
い
で
青
野
村
高
根
城
の

て
き
た
。「
北
津
の
国
ハ

の
主
と
も
成
り
、
武
名
を

倒
し
た
の
は
、
播
磨
の
名

子
息
た
ち
、
赤
松
藤
兵
衛

美
濃
守
利
忠
で
あ
る
。
勝

三
六

殺
し
に
し
た
「
叛
逆
者
」

、
合
戦
の
年
代
も
真
偽
も

き
合
い
に
出
し
て
い
る
の

北
摂
の
郷
士
・
国
侍
ら
の

め
か
と
思
わ
れ
る
。



摂
津
北
部

に
く
み
家
老
中
不
和

記
す
。
以
後
の
『
摂

を
費
や
す
の
で
あ
る

三
田
谷
筋
を
支
配

を
め
ぐ
っ
て
桑
原
左

し
」
と
出
陣
、
激
戦

山
城
に
籠
城
す
る
こ

切
腹
し
て
果
て
た
。

こ
と
で
、
そ
の
名
を

た
ち
が
次
々
と
降
伏

中
心
に
立
石
に
新
た

着
が
起
こ
り
、
こ
れ

が
最
も
詳
し
く
描
く

で
あ
る
。「
山
崎
勢
岡

章
に
わ
た
っ
て
両
軍

次
第
に
不
利
に
な

公
城
主
松
原
右
近
太

を
率
い
て
攻
め
て
来

田
半
左
衛
門
広
利
が

青
野
貞
政
を
討
ち
、

の
戦
国
軍
記

に
成
し
事
も
、
本
ハ
此
蓮
花
寺
よ
り
事

北
軍
記
』
は
、
こ
の
家
臣
同
士
の
対
立

。し
た
山
崎
は
旦

寺
を
金
正
寺
に
定
め

衛
門
と
衝
突
し
た
。
幸
田
半
左
衛
門
・

を
制
し
て
松
原
を
追
い
返
す
。
援
軍
も

と
に
な
り
、
家
来
を
落
ち
延
び
さ
せ
て

永
禄
七
年
二
月
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た

上
げ
た
山
崎
の
も
と
に
、
桑
原
左
衛
門

し
て
く
る
。
勝
利
を
得
た
山
崎
は
家
老

に
城
を
築
く
準
備
を
始
め
る
が
、
隣
接

が
原
因
で
家
中
不
和
に
な
っ
て
く
る

の
は
、
こ
の
山
崎
左
馬
之
助
と
赤
松
藤

山
之
城
を
責
る
事
」「
上
野
が
原
小
川

の
死
闘
が
詳
述
さ
れ
る
。

っ
た
赤
松
方
は
、「
赤
松
藤
兵
衛
と
ハ

夫
真
則
に
援
軍
を
乞
う
。
松
原
山
城
之

る
が
、
上
野
が
原
の
合
戦
で
深
手
を
負

、「
深
手
な
が
ら
立
上
り
、
此
儘
に
て

赤
松
藤
兵
衛
吉
広
の
岡
山
城
を
攻
め

を
こ
り
し
也
」
と

、
お
家
騒
動
に
筆

よ
う
と
し
、
本
尊

竹
中
弥
兵
衛
が
桑

あ
る
。
荒
木

人
物
は
せ
い

人
々
で
あ
っ

『
摂
北
軍
記

れ
な
が
ら
命

来
ず
、
赤
松
は
岡

、
藤
兵
衛
自
身
は

。
赤
松
を
討
っ
た

な
ど
近
隣
の
郷
士

車
瀬
政
右
衛
門
を

す
る
蓮
花
寺
と
悶

。「
車
瀬
も
幸
田
を

り
、
幸
田
に

そ
の
後
、

吉
が
播
州
三

三
田
を
中
心

国
に
も
ど
り

『
摂
北
軍
記

年
代
も
矛
盾

兵
衛
吉
広
の
戦
い

山
戦
之
事
」
の
二

水
魚
の
中
」
の
蒲

助
が
手
勢
百
余
人

っ
た
山
崎
方
の
幸

ハ
勝
利
弥
有
が
た

な
い
た
め
桑

政
右
衛
門
が

は
暇
を
乞
う

者
か
に
闇
討

残
っ
た
竹
中

『
摂
北
軍
記

く
描
く
。
戦

る
。『
摂
北
軍
記
』

原
に
詫
び
を

一

村
重
と
山
崎
左
馬
之
助
が
他
の
資
料
に

ぜ
い
郷
士
・
国
侍
層
と
そ
の
家
来
で
、

た
か
ら
で
あ
る
。

』
に
は
、「
此
乱
世
の
時
を
見
合
せ
」

を
惜
む
事
あ
る
べ
か
ら
ず
」「
今
乱
世

対
し
て
は
極
め
て
好
意
的
で
あ
る
。

山
崎
は
織
田
信
長
に
仕
え
、
近
江
に
所

木
の
別
所
長
治
を
退
治
し
た
時
、
松
原

と
す
る
北
摂
は
焼
け
野
原
に
な
っ
た
。

、
三
田
に
城
を
築
き
、
千
秋
万
歳
を
楽

』
は
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
事

や
錯
誤
が
あ
る
し
、
人
物
も
特
定
で
き

原
家
は
断
絶
し
た
。
幸
田
は
桑
原
家
を

こ
れ
を
阻
止
し
た
の
で
二
人
の
対
立
が

て
山
崎
を
離
れ
た
。
そ
の
半
年
後
、
今

ち
さ
れ
た
。
車
瀬
が
疑
わ
れ
た
が
、
下

弥
兵
衛
は
取
り
立
て
ら
れ
、
主
家
山
崎

』
は
山
崎
の
家
老
幸
田
半
左
衛
門
を

場
で
の
活
躍
だ
け
で
な
く
、
諸
士
か
ら

入
れ
る
。
そ
の
桑
原
左
衛
門
が
永
禄
八

三
七

見
え
る
く
ら
い
で
、
他
の

い
わ
ば
在
地
に
埋
も
れ
た

「
か
や
う
の
戦
国
に
生
ま

の
時
故
、
も
し
敵
寄
来
り

替
え
を
し
た
が
、
豊
臣
秀

の
居
城
蒲
公
英
城
も
落
城
、

山
崎
左
馬
之
助
恒
政
は
生

し
ん
だ
、
と
し
て
終
わ
る
。

の
真
偽
も
定
か
で
な
い
。

な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

再
興
を
企
て
た
が
、
車
瀬

決
定
的
に
な
っ
た
。
車
瀬

度
は
幸
田
半
左
衛
門
が
何

手
人
は
不
明
で
あ
っ
た
。

の
姓
を
名
乗
っ
た
。

他
の
家
臣
に
比
し
て
詳
し

の
人
望
な
ど
も
描
い
て
お

年
に
病
死
し
、
後
継
が
い



北
摂
の
支
配
者
と

の
作
品
に
は
、「
干
貝

の
家
系
や
先
祖
に
つ

福
寺
の
由
来
」
な
ど

的
な
こ
と
は
そ
れ
ら

で
あ
る
。

に
そ
の
目
的
を
達
成

料
」
と
呼
ん
だ
『
摂

の
関
心
の
あ
り
所
を

は
、
最
後
は
山
崎
家

国
史
を
全
体
的
な
視

い
い
。

三
摂
津
北
部

な
バ
」
と
い
う
よ
う

か
も
三
田
谷
筋
と
い

す
に
は
、
度
重
な
る

う
。
同
様
な
事
情
を

記
』
な
ど
か
ら
の
抜

う
と
の
試
み
は
、
中

な
っ
た
山
崎
氏
を
描
く
軍
記
に
『
山
崎

家
由
来
の
事
」「
松
原
の
系
図
」
な
ど

い
て
記
す
章
段
や
「
山
崎
城
地
見
分

の
地
誌
関
係
記
事
の
章
段
を
持
っ
て
い

の
記
事
の
間
を
縫
う
形
で
挿
入
さ
れ
る

し
て
い
る
。
旧
版
『
三
田
市
史
』
が

北
軍
記
』
な
ど
の
軍
記
が
描
く
「
史
実

、
今
に
伝
え
て
い
る
と
は
言
え
る
だ
ろ

の
内
紛
に
収
斂
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
そ

野
を
持
っ
て
描
こ
う
と
し
て
い
る
点
は

の
戦
国
軍
記

に
、
乱
世
の
意
識
が
濃
厚
で
あ
る
。
北

う
極
め
て
局
地
的
な
地
域
の
戦
国
時
代

戦
火
が
資
料
を
消
失
さ
せ
て
い
た
た
め

持
つ
地
に
時
折
見
ら
れ
る
『
太
閤
記

粋
で
な
く
、
不
整
合
な
が
ら
自
ら
の
地

世
の
軍
記
も
の
を
合
戦
表
現
の
手
本
と

記
』
が
あ
る
。
こ

、
こ
の
地
の
郷
士

の
事
」「
長
尾
山
平

る
が
、
最
も
特
徴

「
敵
討
ち
」
の
話

左
衛
門

城
を
せ

臣
数
多

岡
よ
り

陣
払
ひ

す
。
後

て
小
屋

「
庶
民
的
伝
承
史

」
に
寄
せ
た
人
々

う
。『
摂
北
軍
記
』

れ
で
も
北
摂
の
戦

注
目
し
て
お
い
て

あ
る
。

『
山
崎
記
』

『
摂
北
軍
記
』

弘
治
元

せ
ん
と

け
る
次

北
谷
筋

摂
有
馬
郡
の
、
し

の
回
想
を
書
き
記

困
難
で
あ
っ
た
ろ

』
や
『
陰
徳
太
平

の
戦
国
史
を
描
こ

し
て
、
そ
れ
な
り

こ
の
作
品

田
・
細
川
両

東
条
の
城
主

る
の
で
あ
る

が
征
伐
す
る

四
一
）
で
あ

と
一
戦
し
て
打
ち
勝
ち
、
中
川
佐
渡
も

め
ん
と
、
十
重
廿
重
に
取
ま
き
戦
と
云

あ
れ
ハ
、
落
城
せ
す
数
日
を
送
り
け
る

早
打
来
り
、
親
死
去
の
由
な
り
け
れ
ハ

し
、
諸
軍
引
つ
れ
有
岡
へ
帰
城
す
。
夫

に
武
名
を
あ
げ
ゝ
る
内
、
播
州
よ
り
赤

山
東
光
寺
に
陣
し
、
裡
手
よ
り
ひ
そ

と
『
摂
北
軍
記
』
の
関
係
で
あ
る
が

を
本
に
し
て
い
る
。『
山
崎
記
』
の

年
卯
伊
丹
有
岡
の
城
主
荒
木
吉
三
郎
村

、
其
勢
千
五
百
余
人
小
林
城
主
高
山
を

に
、
丸
山
五
郎
兵
衛
を
打
戦
ひ
、
是
も

へ
入
こ
み
、
北
畑
助
右
衛
門
を
打
取
り 一

も
『
摂
北
軍
記
』
同
様
、
書
き
出
し

人
が
赤
松
光
助
を
征
伐
せ
ん
と
」
播
磨

小
田
藤
右
衛
門
尉
政
春
も
落
城
の
憂
き

。
赤
松
光
助
（
満
祐
）
を
竹
田
（
武
田

た
め
に
播
磨
に
下
向
し
た
の
は
、
嘉
吉

り
、『
山
崎
記
』
が
主
題
と
す
る
時
代

こ
う
さ
ん
し
、
此
面
平
山

へ
と
も
、
干
貝
武
勇
の
家

所
に
、
十
一
月
十
七
日
有

、
村
重
早
速
貴
志
の
庄
を

よ
り
村
重
此
谷
筋
へ
出
で

松
藤
兵
衛
五
百
人
の
勢
に

干
貝
か
城
へ
押
寄
せ
鬨

、『
山
崎
記
』
は
明
ら
か
に

「
干
貝
家
由
来
の
事
」
に
、

重
、
摂
州
北
の
庄
を
征
伐

攻
め
落
し
、
高
山
降
参
し

降
さ
ん
に
及
び
け
れ
バ
、

、
横
道
を
征
伐
し
、
桑
原

三
八

に
は
問
題
が
あ
る
。「
竹

国
に
下
っ
た
時
、
加
東
郡

目
に
遭
っ
た
と
書
き
始
め

信
繁
）・
細
川
（
持
常
）

の
乱
（
嘉
吉
元
年

一
四

と
は
百
年
以
上
の
開
き
が



摂
津
北
部

が
く
ら
み
、
九
右
衛

で
三
草
城
下
の
粂
喜

の
百
姓
又
兵
衛
の
後

二
）、
娘
は
十
六
に
な

巡
っ
た
が
出
会
え
ず

び
、
数
日
送
り
て
終

を
指
し
て
い
る
。

先
に
触
れ
た
と
お

さ
れ
る
。
こ
の
作
品

小
田
政
春
の
東
条

れ
て
逃
走
し
た
。
途

八
右
衛
門
に
介
抱
さ

な
ん
な
く
干
貝

谷
に
上
け
に
け

と
、
荒
木
村
重
の
北

記
』
の
記
事
を
簡
略

城
落
し
の
様
子
ハ
、

松
原
摂
州
を
出
る
事

小
屋
寺
東
光
寺
に
陣

を
作
り
、
夜
軍

の
戦
国
軍
記

門
を
切
り
捨
て
て
奪
い
取
る
。
娘
は
土

右
衛
門
に
奉
公
す
る
。
一
方
、
逃
走
し

ろ
盾
で
干
貝
家
に
仕
官
す
る
。
天
文
二

り
、
父
の
敵
を
捜
す
た
め
暇
を
乞
い

、
有
馬
郡
で
乞
食
の
よ
う
に
な
っ
て
い

に
干
貝
を
討
取
り
、
武
名
此
谷
に
響
し

り
、『
山
崎
記
』
に
は
、
二
つ
の
「
敵

の
特
徴
的
な
部
分
で
あ
る
の
で
、
触
れ

城
が
落
城
し
た
時
、
家
臣
赤
松
九
右
衛

中
で
病
気
に
な
り
苦
し
ん
で
い
た
と
こ

れ
る
。
と
こ
ろ
が
山
岡
は
赤
松
九
右
衛

を
打
取
り
、
加
茂
の
庄
岡
山
に
城
を
き

る
。
此
赤
松
城
落
し
の
様
子
ハ
、
前
冊

摂
侵
攻
を
記
す
が
、
こ
れ
は
先
に
引

に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
、

前
冊
に
明
白
也
」
の
前
冊
と
は
『
摂
北

」
の
「
赤
松
藤
兵
衛
吉
広
ハ
、
四
百
人

取
し
て
、
西
野
上
村
四
ツ
塚
の
城
主
干

さ
に
て
無
二
無
三
に
押
し
よ
せ
、
干
貝

地
の
百
姓
の
助
け

た
山
岡
は
有
馬
郡

十
一
年
（
一
五
五

、
丹
後
・
丹
波
を

る
の
を
救
わ
れ
、

ぎ
る
。
湊
は

っ
た
山
崎
家

頼
む
。
父
を

下
手
人
が
湊

せ
な
い
、
隣

け
る
」
等
の
記
述

討
ち
」
の
話
が
記

て
お
く
。

門
由
利
は
娘
を
連

ろ
を
、
浪
人
山
岡

門
の
鎧
・
鑓
に
目

山
崎
左
馬

千
正
山
正
福

こ
れ
が
き
っ

た
の
が
岡
村

一
方
、
桑
原

そ
の
妻
を
山

そ
の
湊
が
墓

づ
き
、
勇
名
を
此

に
明
白
也
。

用
し
た
『
摂
北
軍

さ
ら
に
「
此
赤
松

軍
記
』
の
「
赤
松

の
勢
を
引
連
れ
、

貝
と
戦
ひ
に
お
よ

攻
め
ら
れ
た

命
し
て
し
ま

と
を
知
り
、

た
夫
の
久
五

こ
れ
が
一

の
地
を
治
め

の
が
岡
村
久

が
城
に
火
を
か
け
、

百
姓
又
兵
衛

一

無
礼
だ
と
し
て
九
郎
兵
衛
を
切
り
捨
て

の
家
老
幸
田
半
左
衛
門
に
、
湊
は
無
礼

殺
さ
れ
た
九
兵
衛
の
深
い
嘆
き
に
同
情

新
右
衛
門
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
た
だ

の
松
原
領
に
夜
抜
け
し
て
敵
討
ち
の
時

助
恒
政
は
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
立

寺
の
本
尊
を
自
ら
の
祈
願
所
の
本
尊
に

か
け
に
な
っ
て
山
崎
と
正
福
寺
が
対
立

久
五
郎
で
、
そ
の
弁
舌
が
認
め
ら
れ
て

村
の
百
姓
九
郎
兵
衛
の
息
子
九
兵
衛
は

崎
の
家
臣
湊
新
右
衛
門
が
見
初
め
、
言

参
り
に
出
掛
け
た
時
、
父
の
九
郎
兵
衛

時
、
干
貝
の
家
臣
に
な
っ
て
い
た
山
岡

う
。
久
五
郎
の
嫁
は
自
分
が
探
し
求
め

「
未
来
の
と
つ
さ
ん
へ
言
ひ
わ
け
な
し

郎
は
妻
の
死
を
契
機
に
武
士
に
な
り
岡

つ
め
の
敵
討
ち
譚
で
あ
る
。
二
つ
め
の

た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
二
つ
の
敵
討

五
郎
で
あ
る
。

の
息
子
久
五
郎
の
嫁
に
な
る
。
そ
の
後

三
九

る
。
た
ま
た
ま
通
り
掛
か

討
ち
な
の
で
見
逃
す
よ
う

し
た
幸
田
半
左
衛
門
は
、

し
武
士
の
約
束
で
力
を
貸

期
を
待
つ
よ
う
勧
め
る
。

岩
城
を
築
城
し
、
さ
ら
に

し
よ
う
と
強
引
に
求
め
る
。

し
た
。
そ
の
仲
介
に
入
っ

山
崎
家
の
お
抱
え
と
な
る
。

美
人
の
妻
を
も
っ
て
い
た
。

い
寄
る
が
拒
絶
さ
れ
る
。

が
湊
に
気
付
か
ず
通
り
過

八
右
衛
門
は
奮
戦
し
、
落

て
い
た
山
岡
が
死
ん
だ
こ

」
と
自
害
す
る
。
残
さ
れ

村
久
五
郎
と
名
乗
る
。

敵
討
ち
譚
は
、
山
崎
が
こ

ち
譚
を

ぐ
役
割
を
担
う

、
干
貝
が
赤
松
藤
兵
衛
に



い
が
、
こ
の
作
品
で

い
る
。
本
書
『
山
崎

用
し
て
、
近
世
的
な

四

『
山
崎
記
』
に
続
く

で
あ
る
。
こ
の
作
品

こ
の
『
山
崎
記
』

功
を
語
る
こ
と
で
も

れ
る
二
つ
の
敵
討
ち

支
配
の
過
程
は
事
件

入
っ
て
盛
行
す
る
敵

く
結
び
つ
い
て
い
る

び
つ
け
る
「
狂
言
回

摂
津
北
部

天
正
二
年
（
一
五
七

と
と
も
に
松
原
の
尻

時
に
、
同
行
す
る
岡

い
含
め
る
。
九
兵
衛

っ
た
岡
村
は
城
主
山

し
た
と
い
う
の
で
あ

も
山
崎
家
の
家
老
幸
田
半
左
衛
門
は
好

記
』
は
よ
り
軍
記
的
要
素
を
も
っ
た

敵
討
ち
譚
に
仕
立
て
直
し
た
作
品
で
あ

こ
の
地
の
軍
記
的
作
品
が
『
摂
北
有

も
『
三
田
市
史
』
第
三
巻
に
収
め
ら
れ

の
主
題
は
山
崎
家
の
由
来
を
説
く
こ
と

、
北
摂
の
戦
乱
を
描
く
こ
と
で
も
な
い

譚
に
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
山
崎

の
背
景
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

討
ち
や
敵
討
ち
を
題
材
と
す
る
文
学
・

の
で
あ
ろ
う
。
き
わ
め
て
局
地
的
な
二

し
」
的
な
役
割
を
果
た
す
岡
村
久
五
郎

の
戦
国
軍
記

四
）
五
月
、
つ
い
に
そ
の
日
が
来
る
。

知
川
へ
釣
り
に
出
掛
け
る
こ
と
を
九
兵

村
九
兵
衛
に
敵
討
ち
が
行
わ
れ
る
が
手

は
み
ご
と
父
の
敵
を
討
つ
こ
と
が
で
き

崎
に
咎
め
ら
れ
る
が
、
幸
田
の
取
り
成

る
。

意
的
に
描
か
れ
て

『
摂
北
軍
記
』
を
利

る
と
言
え
よ
う
。

馬
郡
丹
北
城
軍
記
』

て
い
る
。
内
題
は

に
、「
山
崎
記

ら
か
で
あ
る

こ
の
『
丹

そ
の
第
一
章

所
大
内
之
進

に
死
去
、
奥

男
貞
利
、
次

で
も
、
山
崎
の
戦

。
む
し
ろ
詳
述
さ

左
馬
之
助
の
北
摂

作
品
に
は
近
世
に

芸
能
の
隆
盛
と
深

つ
の
出
来
事
を
結

の
存
在
も
興
味
深

爰
に
三

（『
山
崎

の
願
ひ

く
思
ふ

に
奉
公

九
兵
衛

の
義
ハ

湊
が
岡
村
久
五
郎

衛
に
伝
え
る
と
同

出
し
せ
ぬ
よ
う
言

た
。
加
勢
し
な
か

し
で
一
件
は
落
着

「
摂
州
有
馬
郡

主
松
原
氏
の

正
七
年
記
』

蒲
公
英
城
記

城
軍
記
』）
は

に
挿
入
さ
れ

に
有
ゆ
へ
、
此
書
に
ハ
き
さ
ず
」
と

。北
城
軍
記
』
の
巻
頭
に
は
八
ヶ
条
の
目

「
松
原
家
由
来
之
事
」
に
は
蒲
公
英
城

の
甥
で
あ
る
こ
と
か
ら
記
す
。
貞
友
は

方
は
出
家
し
て
知
角
院
殿
と
い
っ
た
。

男
貞
秋
、
三
男
友
久
と
い
い
、
長
男
の

田
桑
原
村
に
百
姓
九
兵
衛
と
言
ふ
も

記
』
は
湊
新
左
衛
門
と
す
る
）
と
言
者

を
上
る
と
い
へ
ど
も
、
乱
世
の
時
節
な

。
夫
婦
連
に
て
桑
原
村
を
い
で
松
原
家

致
し
け
る
事
半
年
斗
り
な
り
。
是
を
聞

を
諌
め
て
世
話
を
い
た
し
、
武
げ
い
の

山
崎
記
に
有
ゆ
へ
、
此
書
に
ハ
き
さ
ず 一

蒲
公
英
軍
記
」
と
な
っ
て
お
り
、
有

滅
亡
を
描
く
落
城
記
で
あ
る
。
異
本
と

と
称
す
る
も
の
が
あ
り
、
後
者
の
別
称

」
と
い
う
。
こ
の
『
摂
北
有
馬
郡
丹
北

『
山
崎
記
』
を
承
け
て
作
ら
れ
た
軍

た
記
事
、

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
明

録
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

主
松
原
筑
前
守
貞
友
は
別

弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）

子
ど
も
が
三
人
あ
っ
て
長

貞
利
の
妻
は
「
大
後
弾
正

の
夫
婦
、
山
崎
新
左
衛
門

に
親
を
討
れ
、
段
々
敵
討

れ
バ
御
聞
入
な
く
、
口
惜

を
頼
ミ
、
松
原
達
三
郎
殿

人
ミ
な

哀
れ
に
思
ひ
、

達
人
と
な
し
け
る
。
敵
討

。 四
〇

馬
郡
日
下
部
村
蒲
公
英
城

し
て
『
松
原
軍
記
』『
天

は
「
摂
州
有
馬
郡
草
下
部

城
軍
記
』（
以
下
、『
丹
北

記
で
あ
る
こ
と
は
、
途
中



摂
津
北
部

英
城
は
落
城
し
た
の

ひ
」
だ
ろ
う
と
、
因

こ
の
『
丹
北
城
軍

る
が
、
そ
の
一
つ
は

原
因
は
両
家
家
臣
の

信
頼
す
る
に
値
い
し

第
一
章
で
松
原
家

庭
の
松
を
切
り
倒
し

が
愛
で
、「
此
松
之
か

て
い
た
の
に
山
本
が

起
こ
し
、
屋
敷
に
籠

討
手
に
殺
さ
れ
、
獄

部
に
威
を
振
る
っ
た

中
安
泰
で
あ
っ
た
と

山
口
五
郎
左
衛
門
滅

「
此
の
あ
た
り
は
松
原

と
し
、「
山
口
丸
山
城

物
語
ら
れ
て
い
る
が

て
い
る
。
こ
の
本
も

の
娘
」
で
あ
っ
た
。

の
戦
国
軍
記

で
あ
る
。
山
本
の
乱
心
も
、
落
城
も
こ

縁
話
め
い
た
伝
え
を
載
せ
て
い
る
。

記
』
は
『
山
崎
記
』
同
様
、
軍
記
的
な

松
原
家
と
丸
山
城
の
山
口
氏
と
の
合
戦

川
釣
り
で
の
些
細
な
諍
い
だ
っ
た
こ
と

な
い
伝
承
か
虚
構
で
作
ら
れ
て
い
る
と

の
由
来
を
記
し
た
後
、
本
書
は
松
原
家

た
話
が
続
く
。
城
か
ら
見
え
る
こ
の
松

る
ゝ
時
ハ
、
落
城
致
共
苦
し
か
ら
ず

切
り
倒
し
、
そ
れ
が
も
と
で
山
本
は
乱

も
っ
て
捕
り
手
を
相
手
に
大
立
ち
回
り

門
に
掛
け
ら
れ
る
仕
儀
と
な
っ
た
。
そ

別
所
氏
の
一
族
で
あ
る
。
松
原
家
は
君

書
き
始
め
る
。
た
だ
し
次
章
の
「
丸
山

亡
之
事
」
の
記
述
を
含
め
て
、
旧
版

氏
系
図
の
記
事
と
相
違
し
信
を
お
く

の
山
口
五
良
左
衛
門
と
の
戦
の
有
様

、
果
し
て
史
実
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑

ま
た
『
摂
北
軍
記
』
や
『
山
崎
記
』
同

ち
な
み
に
大
後
は
淡
河
が
正
し
く
、
播

の
「
松
を
切
し
報

背
景
を
持
っ
て
い

で
あ
っ
て
、
そ
の

を
記
す
。
怒
っ
た

方
な
く
御
前

皆
々
執
心
深

後
に
奥
方
の

あ
っ
た
。
立

の
頃
の
松
原

い
え
よ
う
。

の
家
臣
山
本
某
が

を
、
先
代
の
貞
友

」
と
願
立
て
を
し

心
、
刃
傷
沙
汰
を

を
し
て
、
つ
い
に

の
三
年
後
、
蒲
公

続
け
た
。

さ
て
、『
丹

な
出
来
事
で

る
。
城
主
松

大
勢
侍
っ
て

の
噂
に
な
り

及
び
、
立
花

臣
和
合
し
て
、
家

城
合
戦
の
事
附
り

『
三
田
市
史
』
は

こ
と
が
出
来
な
い
」

が
戦
記
物
語
風
に

わ
し
い
」
と
さ
れ

様
、
史
実
的
に
は

し
た
の
が
立

申
け
る
。
女

こ
の
立
花
陣

人
物
と
い
っ

手
を
負
い
、

こ
の
心
痛
が

将
監
宣
政
は

磨
か
ら
摂
津
北
西

松
原
は
三
百

一

に
出
仕
す
る
。「
奥
方
も
家
中
の
美
男

く
ぞ
あ
り
け
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ

御
中
立
に
て
、
竹
沢
良
安
が
娘
を
八
郎

花
と
竹
沢
良
安
の
娘
八
重
鶴
の
結
婚
の

を
取
り
巻
く
状
況
が
記
さ
れ
る
。
そ
れ

北
城
軍
記
』
が
か
な
り
力
を
込
め
て

あ
る
が
、
そ
の
中
心
は
立
花
八
郎
を
め

原
貞
利
の
奥
方
は
八
千
代
御
前
と
い
い

い
る
。
奥
方
が
中
心
に
な
っ
て
の
四
方

、
青
木
力
之
介
・
酒
井
重
五
郎
・
立
花

八
郎
を
奥
方
の
前
に
呼
び
出
す
こ
と
に

花
陣
右
衛
門
で
、
松
原
方
で
は
「
立
花

中
方
迄
も
立
花
を
鬼
神
の
如
し
と
ぞ
言

右
衛
門
と
そ
の
子
立
花
八
郎
が
『
丹
北

て
よ
い
。
こ
の
山
口
と
の
合
戦
で
松
原

そ
れ
を
案
じ
た
母
の
知
角
院
殿
は
も
と

重
な
っ
て
死
去
す
る
。
そ
の
喪
中
に
川

追
放
の
身
に
な
る
が
、
後
に
松
原
滅
亡

七
十
騎
の
手
勢
を
率
い
て
丸
山
城
を
攻

四
一

ハ
是
成
ト
宣
し
故
、
女
中

て
し
ま
う
。
し
か
し
「
其

が
妻
に
ぞ
成
」
し
た
の
で

話
を
中
断
す
る
形
で
、
そ

は
、
天
正
六
年
の
春
に
な

描
く
の
が
城
中
の
世
話
的

ぐ
る
一
連
の
艶
聞
譚
で
あ

、
召
使
い
の
女
中
た
ち
が

山
話
で
、
家
中
の
美
男
子

八
郎
の
美
男
比
べ
に
話
が

決
ま
る
。
立
花
八
郎
は
仕

を
東
国
の
山
本
勘
介
と
ぞ

ひ
け
る
也
」
と
記
さ
れ
る
。

城
軍
記
』
の
主
要
な
登
場

の
三
男
右
衛
門
友
久
が
深

も
と
病
弱
で
あ
っ
た
上
、

釣
り
の
殺
生
を
し
た
藤
野

後
は
右
衛
門
友
久
を
匿
い

め
る
。
こ
の
戦
い
で
奮
戦



参
し
て
い
く
中
で
、

蒲
公
英
城
に
籠
も
り

は
信
長
軍
の
中
川
瀬

命
し
た
。
息
子
の
立

は
出
ず
、
妻
と
備
前

城
守
貞
秋
も
塩
川
伯

す
る
が
、
御
殿
が
炎

立
花
八
郎
と
妻
八

力
之
助
な
る
者
が
八

青
木
は
友
人
永
井
勝

殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

再
び
天
正
七
年
の
織

信
長
は
荒
木
村
重
を

勢
を
丹
波
に
進
め
る

摂
津
北
部

り
、
松
原
家
と
山
崎

『
丹
北
城
軍
記
』
は

山
崎
家
ハ
危
ふ
か
り

に
助
勢
を
求
め
た
た

「
是
則
山
崎
が
高
運
也

す
る
本
書
だ
け
の
記

松
原
だ
け
は
本
家
別
所
に
対
す
る
義
理

織
田
軍
と
一
戦
を
交
え
る
。
こ
の
戦
い

兵
衛
と
壮
絶
な
合
戦
を
し
て
、
背
後
か

花
八
郎
は
先
の
刃
傷
沙
汰
で
蟄
居
し
て

に
逃
げ
、
後
に
浮
田
家
に
仕
官
し
た
。

耆
守
に
攻
め
立
て
ら
れ
、
家
来
二
人
と

上
す
る
の
を
見
て
「
い
か
に
両
人
、
罪

重
鶴
は
夫
婦
仲
も
良
く
暮
ら
し
て
い
た

重
鶴
に
横
恋
慕
を
し
、
夫
立
花
八
郎
の

蔵
と
立
花
の
闇
討
ち
を
試
み
る
が
、
逆

立
花
に
は
お
咎
め
も
な
か
っ
た
。
家
中

田
信
長
の
摂
津
進
攻
に
戻
り
、
松
原
の

征
し
た
後
、
明
智
光
秀
が
加
勢
を
求
め

途
中
、
北
摂
を
切
り
従
え
て
行
く
。
郷

の
戦
国
軍
記

家
と
が
不
和
を
生
じ
、
戦
い
に
及
ん

「
其
後
度
々
合
戦
有
し
に
、
松
原
家
の

け
る
」
と
松
原
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、

め
形
勢
が
逆
転
し
て
松
原
が
負
け
た
と

。
松
原
ハ
澱
運
ニ
し
て
滅
び
け
る
」

述
が
あ
る
の
は
、
本
書
作
成
の
背
景
が

立
て
も
あ
っ
て
、

で
立
花
陣
右
衛
門

ら
鑓
で
突
か
れ
絶

い
て
こ
の
合
戦
に

松
原
家
の
次
男
山

自
害
を
し
よ
う
と

作
る
と
も
思
ふ
と

ま
た
、『
信

攻
記
事
、

所
々
に

間
・
惟

城
へ
差

吉
人
数

々
へ
兵

が
、
家
中
の
青
木

殺
害
を
企
て
る
。

に
二
人
と
も
斬
り

の
事
件
に
続
い
て

滅
亡
が
記
さ
れ
る
。

て
き
た
た
め
、
軍

士
た
ち
が
次
々
降

な
死
を
詳
細

全
巻
を
締
め

こ
の
『
丹

思
わ
れ
る
が

の
確
認
は
難

そ
の
日
の
「

押
寄
け
る
」

だ
こ
と
で
あ
る
。

勝
利
ハ
度
々
に
て
、

山
崎
が
織
田
信
長

い
う
の
で
あ
る
。

と
松
原
家
を
贔
屓

窺
わ
れ
る
。

も
今
壱
軍
し

勢
の
中
に
突

れ
バ
、
切
疵

捨
、
指
添
抜

山
城
守
ハ
今

川
三
郎
右
衛

長
公
記
』
巻
十
一
の
天
正
六
年
十
二

御
番
手
の
御
人
数
仰
付
け
ら
れ
、
羽

任
・
筒
井
順
慶
、
播
州
へ
差
遣
さ
れ
、

向
ひ
、
道
場
河
原
・
三
本
松
二
ヶ
所
足

入
置
き
、
是
よ
り
播
州
へ
相
働
き
、
別

粮
・
鉄
炮
・
玉
薬
・
普
請
等
申
付
け
帰

に
描
く
。
最
後
に
長
男
の
松
原
左
近
太

く
く
る
。

北
城
軍
記
』
も
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る

、
天
正
七
年
を
十
七
年
と
す
る
な
ど
表

し
い
が
、
松
原
の
蒲
公
英
城
陥
落
を
天

朝
ハ
雨
天
な
り
し
が
、
巳
刻
よ
り
晴
天

と
具
体
的
で
あ
る
。

一

而
冥
土
の
思
ひ
出
に
せ
バ
や
と
お
も
ふ

っ
込
ん
で
行
く
。
散
々
に
戦
い
、「
後

数
ヶ
所
に
し
て
、
太
刀
も
さ
ゝ
ら
の
如

持
、
両
人
が
方
を
見
れ
バ
、
早
討
死
し

ハ
此
迄
と
思
ひ
、
敵
の
中
へ
欠
（
懸
）

門
と
言
者
ト
引
組
で
、
差
違
へ
て
ぞ
果

月
十
一
日
の
信
長
摂
津
進

柴
筑
前
に
相
加
へ
、
佐
久

有
馬
郡
の
御
敵
さ
ん
だ
の

懸
り
拵
へ
、
羽
柴
筑
前
秀

所
居
城
三
木
へ
の
取
出
城

陣
候
な
り
。

夫
貞
利
の
切
腹
を
述
べ
て
、

日
付
が
、
転
写
に
よ
る
と

記
の
混
乱
が
あ
り
、
史
実

正
七
年
三
月
十
五
日
と
し
、

に
な
り
、
寄
手
大
に
歓
び

四
二

、
い
か
に
」
と
三
人
で
大

へ
ツ
と
懸
抜
て
我
身
を
見

く
成
り
け
れ
バ
、
傍
に
投

て
首
を
敵
中
に
差
上
た
る
。

入
、
伯
耆
守
が
家
臣
長
谷

ら
れ
け
る
」
と
そ
の
凄
絶



摂
津
北
部

事
よ
り
大
事
ニ
な
る

世
の
時
節
な
れ
バ
御

へ
も
罷
こ
し
名
あ
る

の
意
識
が
強
い
。
こ

こ
こ
に
取
り
上
げ

松
原
家
側
に
立
っ

左
馬
之
助
を
、「
此
時

久
お
（
を
）
ぞ
計
り

に
曰
、
山
崎
左
馬
の

し
と
な
り
」
と
賞
賛

も
の
で
あ
ろ
う
。『
丹

た
く
」「
今
戦
国
の
時

が
攻
撃
さ
れ
、
別
所

の
作
品
は
踏
ま
え
て

見
て
き
た
よ
う
に

抗
争
と
信
長
の
三
木

と
の
戦
い
の
二
つ
の

付
け
て
い
る
三
田
へ

出
来
事
を
交
え
て
書

と
あ
る
「
道
場
河
原

の
戦
国
軍
記

事
多
し
」「
今
又
四
海
乱
る
ゝ
事
甚
し

聞
入
な
く
」「
女
な
れ
共
今
戦
国
の
時

勇
士
と
討
死
し
、
名
を
天
に
揚
げ
た
し

の
意
識
は
『
摂
北
軍
記
』
に
も
見
ら
れ

た
三
つ
の
軍
記
は
、
戦
国
時
代
を
題
材

た
『
丹
北
城
軍
記
』
も
、
信
長
に
付
い

節
ハ
善
悪
の
差
別
な
り
。
只
威
勢
の

け
る
と
ぞ
也
」
と
非
難
し
な
い
。
そ

助
ハ
忠
孝
全
く
人
に
て
、
□
し
ニ
而
、

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
作
者

北
城
軍
記
』
に
は
「
今
戦
国
の
時
な

、
惜
し
き
勇
士
を
失
ひ
し
事
よ
」「
今

の
籠
も
る
三
木
城
へ
の
足
掛
か
り
と
さ

い
る
。

『
丹
北
城
軍
記
』
は
、
松
原
家
と
丸
山

城
攻
め
に
巻
き
込
ま
れ
、
松
原
家
滅
亡

合
戦
を
中
心
と
し
て
い
る
。『
信
長
公

の
進
攻
を
、
在
地
の
立
場
か
ら
そ
こ
に

き
留
め
た
軍
記
で
あ
っ
た
。

」
こ
そ
蒲
公
英
城
で
あ
り
、「
さ
ん
だき

時
節
に
て
」「
乱

節
な
れ
バ
、
戦
場

」
と
、
戦
国
乱
世

た
も
の
で
あ
っ
た
。

に
し
て
は
い
る
が
、

ら
へ
時
節
を

将
監
宣
政
は

と
百
姓
の
間

た
根
底
に
あ

た
敵
で
あ
る
山
崎

強
に
つ
き
家
の
長

れ
ど
こ
ろ
か
、「
伝

則
天
是
を
助
給
い

の
時
代
観
に
よ
る

れ
バ
、
盛
衰
定
が

戦
国
の
世
也
、
小

に
戦
国
時
代

で
も
い
く
つ

禄
・
天
正
以

ら
け
で
あ
る

る
だ
ろ
う
。

時
代
で
も
あ

は
妻
の
死
後

れ
た
事
実
を
、
こ

城
主
山
口
家
と
の

に
至
っ
た
山
崎
家

記
』
が
数
行
で
片

起
こ
っ
た
家
中
の

摂
津
の
郷
士

あ
っ
た
が
、

っ
た
の
は
僅

に
よ
っ
て
池

の
後
、
信
長

八
上
城
攻
略

識
字
層
が
増

（
三
田
）
の
城
」

成
立
は
近
世

一

」
待
っ
て
武
士
に
な
り
、『
丹
北
城
軍

追
放
に
な
っ
た
あ
と
、「
田
中
村
に
て

が
な
か
っ
た
時
代
へ
の
想
い
も
、
こ
れ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

を
題
材
に
し
た
軍
記
が
た
く
さ
ん
制
作

か
の
軍
記
が
作
ら
れ
、
転
写
さ
れ
、
改

前
に
遡
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た

。
信
長
の
出
現
が
こ
の
地
の
歴
史
回
顧

そ
れ
で
も
戦
国
軍
記
を
作
成
す
る
の
は

っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。『
山
崎
記
』

、「
何
卒
此
上
ハ
我
も
武
士
に
な
り
た

・
国
人
層
は
、
摂
津
守
護
職
で
あ
っ
た

細
川
家
の
内
部
抗
争
と
分
裂
に
巻
き
込

か
に
池
田
氏
・
伊
丹
氏
の
二
氏
で
あ
っ

田
氏
は
天
正
元
年
に
、
伊
丹
氏
は
天
正

が
毛
利
と
の
対
戦
を
構
え
た
時
、
別
所

の
拠
点
に
な
っ
た
摂
津
は
、
軍
馬
に
蹂

え
、
自
分
の
住
む
土
地
の
歴
史
に
対
す

に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

四
三

記
』
の
松
原
家
家
臣
藤
野

百
姓
と
成
」
っ
た
。
武
士

ら
の
在
地
軍
記
が
作
ら
れ

さ
れ
る
。
こ
の
北
摂
の
地

作
さ
れ
た
。
し
か
し
、
永

と
え
遡
っ
て
も
間
違
い
だ

ま
で
も
規
定
し
た
と
言
え

、
あ
る
意
味
で
魅
力
的
な

の
内
神
村
の
百
姓
久
五
郎

き
望
に
て
、
大
小
を
こ
し

細
川
氏
と
被
官
の
関
係
に

ま
れ
、
信
長
の
出
現
で
残

た
。
し
か
も
、
荒
木
村
重

二
年
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
そ

長
治
の
三
木
城
、
丹
波
の

躙
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

る
関
心
が
高
ま
っ
た
近
世

で
も
な
い
。
戦
国
時
代
の



の
地
を
領
し
て
い

『
三
田
市
史
』
第

て
い
る
。

『
赤
松
盛
衰
記
』

郡
）
東
条
小
田
城

嘉
吉
の
比
自
害
す

「
赤
松
嘉
吉
年
間
録

幡
の
城
へ
行
れ
け

城
山
の
煙
を
み
や

二
巻
の
も
の
と
が

「
兵
庫
史
学
」

伊
丹
資
料
叢
書

旧
版
『
三
田
市

国
主
を
望
み
、
北

右
衛
門
を
降
参
せ

山
崎
左
馬
之
助

が
、『
田
辺
城
合
戦

宗
盛
殿
」
と
見
え

摂
津
北
部

注
『
摂
北
軍
談
』
な

所
収
本
と
今
井
義

世
資
料
」（
三
田
市

に
所
蔵
不
明
の
本

地
名
・
人
名
な
ど

と
し
た
。

『
三
田
市
史
』
にた

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

三
巻
「
古
代
・
中
世
資
料
」
に
「
有
馬
叢

上
巻
「
村
上
源
氏
赤
松
家
先
祖
之
事
」
に

主
依
藤
山
城
守
光
勝
、
父
は
太
郎
左
衛
門
、

。
豊
房
と
号
す
。
家
長
に
村
田
氏
有
。」

」
に
「
加
東
郡
小
田
の
城
主
依
藤
刑
部
介

る
が
、
其
朝
手
勢
八
十
騎
ば
か
り
打
つ
れ
、

り
、
最
早
城
は
落
て
味
方
敗
北
せ
り
と
覚
ゆ

あ
る
。
後
者
を
旧
版
『
三
田
市
史
』
と
表
記

号
（
兵
庫
史
学
会

昭

年
４
月
）

４
『
荒
木
村
重
史
料
』（
伊
丹
市
役
所

昭

史
』
は
「
北
摂
軍
談
に
は
弘
治
元
年
の
春
、

ノ
庄
を
征
伐
小
林
ノ
城
主
高
山
清
左
衛
門
、

し
め
た
と
あ
る
け
れ
ど
何
の
根
拠
も
な
い
事

に
つ
い
て
は
旧
版
『
三
田
市
史
』
下
巻
が
詳

記
』（
続
々
群
書
類
従
３
所
収
）
に
「
摂
州

る
と
こ
ろ
か
ら
、
慶
長
七
年
に
山
崎
左
馬
之

の
戦
国
軍
記

ど
の
異
本
が
あ
る
。
貴
志
御
霊
神
社
蔵

雄
氏
所
蔵
本
の
校
訂
本
文
が
『
三
田
市
史
』

平
成

年
）
に
、
ま
た
『
有
馬
郡
誌
』

の
翻
刻
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

の
表
記
は
全
て
の
作
品
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
依

は
現
在
刊
行
中
の
も
の
と
、
昭
和
四
十
年

書
」
本
が
翻
刻
さ
れ

「
一
、
同
郡
（
加
東

揖
西
郡
千
本
谷
に
て

と
あ
り
、
同
書
中
巻

豊
房
は
前
日
よ
り
白

帰
る
さ
の
山
路
に
て
、

れ
ば
、
爰
に
て
腹
切

す
る
。

和

年
）
所
収

荒
木
吉
三
郎
村
重
、

田
中
の
城
主
北
畑
助

で
あ
る
」
と
す
る
。

細
に
考
証
し
て
い
る

三
田

山
崎
左
馬
介

助
恒
政
の
一
族
が
こ

神
戸
新
聞

は
、
旧
版

る
」
と
あ

森
田
恭

「
有
馬
叢
書
」
第
三
巻

第
三
巻
「
古
代
・
中

上
巻
（
昭
和
４
年
）

異
文
を
持
つ
。
な
お
、

拠
し
た
伝
本
の
ま
ま

に
刊
行
さ
れ
た
上
下

て
相
果
ん

賊
徒
の
為

へ
し
千
本

か
る
べ
か

堂
に
馳
入

ゝ
辞
世
の

あ
り
、
嘉

『
ひ
ょ

総
合
出
版
セ
ン
タ
ー

平
成

年
）
参
照

『
三
田
市
史
』
に
「
兵
庫
区
道
場
町
松
原
義

る
。

二
氏
『
戦
国
期
歴
代
細
川
氏
の
研
究
』（
和 一

と
せ
ら
れ
し
が
、
郎
等
申
け
る
は
、
此
山
中

に
侵
れ
ん
は
必
定
な
ら
ん
。
詮
な
き
御
生
害

村
の
地
蔵
堂
に
て
御
生
害
あ
る
な
ら
ば
、
六

ら
ず
と
み
な

い
さ
め
け
れ
ば
、
刑
部
介

り
、
腰
刀
を
抜
て
横
腹
に
つ
ゝ
こ
み
、
其
血

一
首
に
、
此
堂
に
立
よ
り
藤
の
腹
切
る
は
城

吉
の
乱
の
時
に
小
田
が
滅
亡
し
た
こ
と
は
事

う
ご
の
城
紀
行
』
上
「
蒲
公
英
城
」（
橘
川
真。「

天
正
七
年
記
」
に
つ
い
て

雄
所
蔵
の
近
世
の
写
本
で
あ

泉
書
院

平
成
６
年
）

四
四に

て
御
腹
を
召
さ
れ
な
ば
、

に
て
や
あ
る
べ
き
。
向
に
見

道
能
化
の
御
引
導
も
む
な
し

実
に
も
と
是
に
従
ひ
、
地
蔵

を
以
て
堂
の
柱
に
書
を
か
る

山
の
城
に
煙
た
つ
ゆ
へ
」
と

実
で
あ
る
。

一
氏
執
筆

の
じ
ぎ
く
文
庫


